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●はじめに 

 キンチャクガニは、常にイソギンチャクを鋏脚（いわゆ

るカニのはさみ）にはさんでいる、とても変わったカニの

仲間である（図 1）。キンチャクガニ科には 2 属 10 種

が知られ（Tan and Ng 1994）、その全てが常にイソギ

ンチャクをはさんでいる。鋏脚は、通常のカニでは、エ

サを取ったり、外敵から身を守ったり、雌を捕まえたりと、

とても重要な役割を果たしている。キンチャクガニの仲

間は、そのはさみの機能を完全に犠牲にしてまでイソ

ギンチャクをはさんでいるが、その理由について詳しい

ことはわかっていない（cf. Guinot et al. 1995, Karplus 

et al. 1998）。 

 日本に生息するキンチャクガニの仲間は、キンチャク

ガニ Lybia tessellata、ヒメキンチャクガニ L. caestifera、

ハタグモガニ L. hatagumoana、ケブカキンチャクガニ

Polydectus cupulifer の 4 種で、このうち最もよく知ら

れているのはキンチャクガニである。しかし、その保持

するイソギンチャクについては、詳細な分類学的研究

は行われていない。ハワイに生息する同属別種の L. 

edmondsoni の保持するイソギンチャクについては、い

くつかの報告があるが、これはかつて L. tessellata と

同定されていた種であり、そのため、この種の新種記

載（Takeda and Miyake 1970）以前に出された報告

には、L. edmondsoni についての情報が L. tessellata

として記録されている。このことも、キンチャクガニの保

持するイソギンチャクの分類に混乱が見られる原因の

ひとつである。 

 

●イソギンチャクはどのように分類されてきたか？ 

 キンチャクガニに保持されているイソギンチャクの種

名が最初に登場するのは、Möbius（in Richters 1880 

p.174 fig.19）によるキンチャクガニの図版中のキャプ

ションとその脚注であり、形態形質の記載を伴わない

状態で、新種 Actinia prehensa として報告された。一

方、Duerden（1905）は、当時の米合衆国国立自然

史 博 物 館 （ USNM ： 現 在 の National Museum of 

Natural History (NMNH））の MJ Rathburn 女史からハ

ワイ島ヒロ湾で採集された L. edmondsoni（報告時は

Melia tessellata）の保持するイソギンチャクの同定を

図 1 キンチャクガニ Lybia tessellata  
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依頼され、これを Bunodeopsis 属の 1 種と同定した。

また、Duerden 本人もハワイ諸島で 3 ヶ月にわたる調

査を行い、ワイキキ海岸で 2 個体の L. edmondsoni

を採集している（Duerden 1905）。これらの保持するイ

ソ ギ ン チ ャ ク は 、 2 個 体 で 異 な り 、 そ れ ぞ れ

Bunodeopsis 属の 1 種、Sagartia 属の 1 種であると

同定されており、前者は Möbius の A. prehensa と同

一であろうと指摘されている。しかし、Duerden の論文

の目的は、イソギンチャクとカニの関係を実験によって

明らかにすることであり、論文中でイソギンチャクに関

する分類学的記載は行われておらず、カニに挟まれ

ているということ以外に得られる情報がない。その後、

Verrill（1928）によって、ハワイ諸島オアフ島産の L. 

edmondsoni（当時は L. tessellata）に保持されてい

るイソギンチャクが Sagartia pugnax として新種記載さ

れた。Verrill は、本種はカニに保持されていない個体

が確認されないとしている。このとき Verrill は、なぜか

Duerden（1905）の Bunodeopsis には言及していな

い。Carlgren（1949）は、当時記載されていたほぼ全

種のイソギンチャクについての目録を作成したが、その

なかで、Duerden の Bunodeopsis sp.および Verrill の

S. pugnax の 2 種を、キンチャクガニ（おそらく L. 

tessellata とL. edmondsoniが混在）と共生すると記載

し、後者については Actinothoë (sic)属に仮置きした。 

 現在、海外のフィールドガイド等では、キンチャクガニ

と L. edmondsoni の両種に保持されているイソギンチ

ャクがカサネイソギンチャク Triactis producta と紹介さ

れていることが多い。これらのカニの保持するイソギン

チャクがカサネイソギンチャクであると初めて報告した

のは Schmitt（1965）である。Schmitt は甲殻類に関

する一般書の中で、キンチャクガニとヒメキンチャクガ

ニが保持するイソギンチャクは常にカサネイソギンチャ

クに見える、と書いている。しかし、掲載されている図

版（p.149 fig.66）に描かれているイソギンチャクの体

壁には、カサネイソギンチャクの最も特徴的な形質とい

える掌状の突起（図 2）が認められない。Schmitt がな

ぜこのイソギンチャクをカサネイソギンチャクと同定した

のかについては不明である。なお、カニの分布域の記

載から、ここで示されている‘キンチャクガニ’は、キン

チャクガニと L. edmondsoni の両者を含んでいるものと

考えられる。その後、Cutress（1977）により、Verrill の

Sagartia pugnax の一部は、カサネイソギンチャクのジ

ュニアシノニムであるとされ、少なくともハワイ産の L. 

edmondsoni の保持するイソギンチャクのほとんどは、

カサネイソギンチャクであると報 告 された。また、

Cutress（1979）は、Balss（1956）が Duerden（1905）

の Bunodeopsis sp.の図（p.1370 fig.1071）を用いて、

その種名を Bunodeopsis prehensa と表記したのは、

明らかな誤りだと指摘すると同時に、Möbius の Actinia 

prehensa をカサネイソギンチャクのジュニアシノニムと

した。後に、Karplus et al.（1998）は、Cutress（1977）

が L. edmondsoni に保持されたカサネイソギンチャク

の形態変化について示している、と指摘しているが、実

際には Cutress（1977）には、カニに保持されて日光

が当たらないと、体が白～薄茶色になって触手がしば

しば明るい黄緑色になる、と記されているのみであり、

掌状突起の有無等、両者の決定的な形質の相違に

ついての言及はない。また、Cutress（1977）が観察し
図 2 カサネイソギンチャク Triactis producta  
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たのは L. edmondsoni に保持されているイソギンチャ

クであり、Cutress（1979）にはキンチャクガニの保持し

ている Actinia prehensa についてもカサネイソギンチャ

クのシノニムとした理由は説明されていない。 

 この報告以降、国外ではキンチャクガニが保持する

イソギンチャクをカサネイソギンチャクとしているが、A. 

prehensa が T. producta と同種であると結論づける根

拠は、今日まで全く示されていない。 

 一方、国内では、キンチャクガニが保持するイソギン

チャクは、カニに保持される特別な種、カニハサミイソ

ギンチャク Boloceractis prehensa（岩瀬ら 1990; 内

田 1992）または Bunodeopsis prehensa（内田・楚山 

2001 ） と同 定 され てきた 。 これ らは Möbius （ in 

Richters 1880）の Actinia prehensa のシノニムである

が、いずれの報告もフィールドガイドという位置づけから、

属位の変更の理由は記されておらず、詳細な形態形

質の記載も行われてこなかった。 

 以上の種名の変遷について、表 1 にまとめた。 

 筆者らは、キンチャクガニが保持しているイソギンチ

ャクが何者なのかをはっきりさせるため、次の飼育実

験と DNA 解析を行った。 

 

●飼育実験と DNA 解析 

 筆者らは、1.キンチャクガニに挟まれていたイソギン

チャク 4 個体を外して単独で飼育する、2.野外で採集

した自由生活のカサネイソギンチャク 6個体をキンチャ

クガニに挟ませて飼育する、という 2通りの飼育実験を

行った。両者とも計 158 日間の観察を行った結果、キ

ンチャクガニから外して飼育したイソギンチャクは、1 個

体は途中で死亡したが残りの 3 個体は野外で観察さ

表 1 キンチャクガニ Lybia tessellata および L. edmondsoni に保持されるイソギンチャクの同定の変遷  

 ＊： Möbius は、Richters（1880）のキンチャクガニの図版中のキャプションとその脚注で、カニに保持されているイソギンチャクの種名を初め

て紹介した。▲： Schmitt（1965）は、キンチャクガニとヒメキンチャクガニが保持するイソギンチャクはカサネイソギンチャクに見える、と書いてい

るが、図版のイソギンチャクの体壁には、カサネイソギンチャクの特徴である掌状の突起がなく、同定の根拠が不明である。○は詳細な形態記載のあ

るもの、△は簡素な記載のみのもの、×は記載のないもの。 

 Möbius
(1880)*

Duerden
(1905)

Verrill
(1928)

Carlgren
(1949)

Balss
(1956)

Schmitt
(1965)

× × ? × × ×

Lybia
tessellata

Actinia
prehensa

Bunodeopsis
sp.

▲Triactis
producta

Bunodeopsis
sp.

Bunodeopsis
sp.

Sagartia
sp.

? Actinothoë
pugnax (sic)

Cutress
(1977)

Cutress
(1979)

岩瀬ら

(1990)
内田

 (1992)
Karplus et al

(1998)
内田・楚山

(2001)

? × ×

Lybia
tessellata

Boloceractis
prehensa

Boloceractis
prehensa

Bunodeopsis
prehensa

カ
ニ
の

種
類

Lybia
edmondsoni

Sagartia
pugnax

Bunodeopsis
prehensa

▲Triactis
producta

Lybia
edmondsoni

Triactis
producta

Triactis
producta

Triactis
producta

カ
ニ
の

種
類

報告者

形態記載の有無

報告者

形態記載の有無

○ 

○ △ △ △ 
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れるカサネイソギンチャクと全く同じ外部形態に変化し

た（図 3）。また、キンチャクガニに挟ませたカサネイソ

ギンチャクは、いずれも通常カニに挟まれた状態で観

察されるイソギンチャクのように、突起が消失し、色が

白く変化した（図 4）。詳細な途中経過は省略するが、

飼育実験からは、キンチャクガニが保持しているイソギ

ンチャクはカサネイソギンチャクであること、カサネイソ

ギンチャクはカニに挟まれることによってその形態形質

を大きく変化させること、変化した形態は、カニから外

して自由生活に戻すことで元の状態に戻ること、が示

された。 

 この実験に加え、阿嘉島周辺と小笠原諸島兄島に

おいて、キンチャクガニに保持されるイソギンチャク（阿

嘉島から 2 個体、兄島から 3 個体）とカサネイソギンチ

ャク（阿嘉島から 5 個体）をはじめ、その周辺環境に生

息するイソギンチャクを多数採集し、これらのミドコンドリ

ア DNA の COI 領域の配列を比較した（図 5）。阿嘉島

で採集されたキンチャクガニに保持されるすべてのイ

ソギンチャクと、小笠原で採集されたキンチャクガニに

保持されるイソギンチャクの内 1 個体は、カサネイソギ

ンチャクと考えて問題なさそうであり、飼育実験の結果

を裏付ける結果となった。しかし、小笠原の 2 個体は、

離れたクレードをつくり、これらはカサネイソギンチャクと

は別のイソギンチャクである可能性が高い。しかし、今

のところその同定には至っていない。 

 

●今後の展望 

 キンチャクガニが利用しているイソギンチャクは、カサ

ネイソギンチャクをはじめ、周辺環境に生息しているイ

ソギンチャクである可能性が高い。実験下では複数種

図 3 キンチャクガニの保持していたイソ

ギンチャクの単独飼育による変化 

 キンチャクガニの保持していた白色のイ

ソギンチャクを単独飼育すると、158 日後

には褐色で掌状の突起のある野外のカサ

ネイソギンチャクと同じ形態に変化した。 

図 4 キンチャクガニの保持によるカサネイ

ソギンチャクの変化 

 カサネイソギンチャクをキンチャクガニに

保持させると、158 日後には白色で突起

のない、通常カニが挟んでいるイソギンチャ

クと同じ形態に変化した。 
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のイソギンチャクを利用するのが観察されているが（筆

者ら 未発表）、野外でどのようにこれらを選択してい

るのか、また、小笠原諸島兄島産のキンチャクガニが

保持していたイソギンチャクが何者なのかについては、

今後、さらなる調査が必要である。また、カニに保持さ

れることによって形態が変化するメカニズムの詳細に

ついても検討を進めたいと考えている。 
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